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1 はじめに
インターネット広告の市場規模は年々拡大を続けて
いる．電通の報告 [1]によると，インターネット広告
費は 2022年に，前年比の 114.3%である 3兆 912億円
に達した．特に，動画広告においては前年比 115.4%

の 5,920億円と大きく伸長し，2023年は引き続き高い
成長率を保ち，6,852億円まで増加すると予測されて
いる．このような背景から，効果的なインターネット
広告の制作と配信は，今後ビジネスにおいてもますま
す重要になるといえる．そこで本研究では，インター
ネット動画広告データを対象に，下記のT1からT3の
3つの可視化タスクを満たすようなインタラクティブ
な可視化システムを開発する.

T1：動画広告の離脱率ごとにクリック率・コンバージョ
ン率にどのような特徴が現れるのかを分析できるよう
にすること．
T2：クリック率が大きく変動するようなパラメータの
組み合わせを見つけやすくすること．
T3：見る価値のある広告データを探索しやすくするこ
と．この可視化システムにより，効果的な配信設定の
発見を目指す．具体例としてYahoo!広告で配信された
広告のダミーデータ 224,355 件を可視化した結果と，
その考察を報告する.

2 処理手順
2.1 データの前処理
2.1.1 動画広告の離脱率
本研究では，動画広告の離脱率の傾向が似ているク
ラスタを生成するために，以下に記載している動画広
告離脱率に関する 6つの変数R1～R6を算出した．こ
こで Vpxは，動画広告の x%時点まで再生された回数
とする．
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2.1.2 クラスタリング
2.1.1節で算出した動画広告の離脱率に関する 6つの
変数 R1～R6に対して，k-meansクラスタリングを適
用する．その結果，動画の離脱傾向が似ている広告が
同一クラスタに属するようになる．

2.1.3 クリック率とコンバージョン率
インターネット広告は，広告の表示数に対するクリッ
ク数であるクリック率 (CTR)や広告をクリックした後
に広告配信の目的が達成される数であるコンバージョ
ン率 (CVR)で評価されることが多い．本研究もこれ
らの指標を用いて広告を評価する．
2.2 可視化手法
本論文の可視化システムを図 1に示す．可視化シス
テムはコントロールパネルと可視化領域の 2つの要素
で構成されている．

図 1: 可視化結果の全体像

2.2.1 コントロールパネル
図 1の左側に位置するコントロールパネルにて，可
視化するデータの条件を設定する．具体的には，「可視
化データ選択部分」，「クラスタリング実行部分」，「目的
変数選択部分」，「説明変数・カテゴリ変数選択部分」，
「目的変数（CTR・CVR）の閾値変更部分」，「ヒート
マップデータ選択部分」，「可視化実行部分」を有する．
また，「説明変数・カテゴリ変数選択部分」では，伊藤ら
[2]が提案する correlation・skinny・clumpy・entropy

の 4つの指標を用いて，可視化する価値のある説明変
数とカテゴリ変数を特定する．そして，算出された 4

つの指標のスコアをソートしたものをユーザーに提示
する．
2.2.2 可視化領域
図 1の右側に位置する 1○から 4○の 4つの可視化の
詳細を以下に述べる．
可視化 1○
2章で述べた手法を用いて，広告データにクラスタリ
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ングを適用した結果を，棒グラフと折れ線グラフで可
視化する．動画広告の離脱傾向が似ている広告データ
が同一のクラスタに属している． また，目的変数の
値が，各ジャンルの広告の目的変数の平均値よりも高
い広告は，棒グラフにおいてピンク色でハイライトさ
れる．
可視化 2○
可視化 1○でプロットされているクラスタのうち 1つを
選択し，散布図でデータを可視化する．縦軸には目的
変数（CTRまたは CVR）を，横軸には，コントロー
ルパネル部分で選択された説明変数を設置している．
また，選択されたカテゴリ変数のラベルごとに色を割
り当て，包括領域を表示する．また，可視化に用いる
説明変数とカテゴリ変数の選択肢は，2.2.1 節で述べ
た手法を用いて，説明変数とカテゴリ変数をユーザー
側に提示し，見る価値のある散布図を生成することを
フォローする．
可視化 3○
広告属性の組み合わせごとに広告データの CTRもし
くは CVRを可視化する．ヒートマップの縦軸と横軸
には，コントロールパネル部分で選択された 2つのカ
テゴリー変数をそれぞれ設定している．そして，ユー
ザーによって選択された広告属性の組み合わせを基準
値とし，グレーで表示する．基準値よりも目的変数が
低い属性の組み合わせには青色を，高い組み合わせに
は赤色が割り当てられている．また，コントロールパ
ネル部分で目的変数の閾値を選択することで，表示す
るデータを絞り込む．閾値を上げることによって，基準
値から大きくクリック率またはコンバージョン率が上
昇・下降する広告データのみを表示することができる．
可視化 4○
可視化 2○において，可視化されたデータの詳細をデー
タテーブルで表示する．コントロールパネル部分の
Rangeスライダーで値の範囲を絞ることで，可視化 2○
における目的変数が高い値のデータや低い値のデータ
のみを確認することができる．
3 実行例
図 2は，Yahoo!広告で配信された広告のダミーデー
タ 224,355件を 3章で示した手法で可視化した結果で
ある．図 2の可視化 1○の結果から，選択されたクラス
タ 0は，離脱傾向が緩やかな広告群であることがわか
る．また，クラスタ 0に属する広告主 7の広告は，ク
リック率が高い傾向にある．次に図 2 2○の可視化結果
を観察する．広告主 31は散布図の左下に点群があるこ
とから，動画広告の 25%時点から 50%時点までの離脱
率は低いが，クリック率も低い．一方で，広告主 7の
広告は，クリック率が他の 2つの広告主の広告よりも
高いことがわかる．最後に図 2 3○を観察する．図 2 3○
は，縦軸が広告の種類，横軸が広告のターゲットデバ
イスで CTRを可視化したヒートマップである．ヒー
トマップの基準値は「広告種類：27939」と「ターゲッ
トデバイス：U(U：未設定)」の組み合わせの広告に設
定している．可視化結果から，「広告種類：27939」の
広告は「ターゲットデバイス：U(U：未設定)」で配信
するよりも「ターゲットデバイス：smartphone」で配
信した方がCTRが高いことから，smartphoneに向け
た配信が効果的であることがわかる．このように可視

図 2: 可視化結果の全体像
化 1○から可視化 3○を組み合わせることで，離脱傾向を
出発点として，どのような属性の広告がクリックされ
やすいのかを発見することができる．
4 まとめ
本研究では，T1～T3の 3つの可視化タスクに沿っ
て，インターネット動画広告データを対象にした可視
化システムを開発した．インタラクティブにデータを
探索して，複数の可視化を用いることによって，広告
属性ごとの CTRや CVRの傾向を観察することがで
きた．今後の課題を 2つ述べる．1つ目は，可視化 2○
部分で絞り込んだデータの特徴を一目で把握できる可
視化を可視化 4○で実現することである．2つ目は，動
画広告の 25%時点までの離脱が大きなデータを見つけ
やすくすることである．
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